
１．定点における病害虫発生調査結果

◎これからの対応

今回の調査地点でカメムシの発生は１か所での確認に留まりましたが、周囲に雑草の多く生えた休耕田などのある圃場は

注意が必要です。斑点米の原因でもあるカメムシの被害に遭うと等級低下につながります。

水田周辺の雑草を出穂時期に刈るとカメムシを誘い込むことになりますので、出穂前後の草刈りは避けるようにしましょう。

また、圃場にヒエなどが発生している場合は、カメムシがつきますので必ず抜き取る作業を行って下さい。

なお、セジロウンカとヒメトビウンカの発生が確認されております。

防除の必要な頭数には達しておりませんが、今後は高温少雨が予測され害虫の増殖には好適となるため発生の推移に

注意し栽培ごよみに準じ防除しましょう。

（参考：カメムシ類・ウンカ類の防除薬剤　スタークル粒剤　３ｋｇ/１０a　または　スタークル豆つぶ　２５０ｇ/１０a)

・穂ばらみ期は、根腐れ防止のため間断灌水に心掛け、出穂後は、水を切らさないように注意しましょう。
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これからの栽培管理のポイント
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